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重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び考
える力を育
む教育の推
進

・子どもたちの自発的に活動
する意欲を育成する。

・保育力の向上と改善をめざ
した研究をすすめる。

・自発的に活動しようと
する意欲が高まるよう
に、運動遊びを視点とし
て保育に計画的に取り
組む。

・各学期1回以上、全職
員が保育を見合う園内
研修を進める。

・運動遊びを短期指
導計画の中に取り入
れて進めると共に、定
期的に見直しPDCA
サイクルで取り組む。
・教職員アンケートで
「園内研修で保育力
向上につながる学び
を得た」と答えた割合
が８割を超える。

B

・短期指導計画の様式に運動遊
びについての「実態把握」と「今
週の計画」を位置づけて取り組
んだ。

・学期に１回と夏期休業中に園
内研修を行った。アンケートの
回答ではA,B合わせると１００％
であった。

・今年度、短期指導計画の中に
取り入れ実践したことを各学年
で出し合い、２４ヶ月を見通した
表にまとめて次年度の実践に活
かせるようにする。 ・様々な行事を重ねるごとに、子

ども達がそれぞれの役割を自覚
し、自発的に活動する姿が多く
見られた。

子どもたち
一人ひとり
の個性や能
力に応じた
教育の推進

・一人ひとりの心身の発達を
捉えた教育を推進する。

・子どもの一人ひとりの発
達段階について実態把握
する。

・発達を捉えた運動遊びを
継続的に行う。

・子どもの発達につい
て運動の視点で実態
把握をする。

・子どもの身体の動か
し方に変化が見られ
る。

A

・立位、片足バランス、歩行につ
いて共通理解した視点に基づき
実態把握を学期ごとに行った。
その分析により、子どもの身体
の動かし方に変化が見られた。

・実態からわかった発達を捉え
た運動遊びを実践していく。 ・子ども個々の身体の柔軟性、

バランス感覚等が成長し、その
成長が表現遊び等、様々な要素
を含む学びにもつながってい
る。

特別支援教
育の推進・
充実

・特別支援教育コーディネー
ターを中心として、継続した
専門機関との連携から、一
人ひとりの良さや違いを認め
合い、共に育つ特別支援教
育に努める。

・子どもの育ちを捉え、個
別の指導計画や個人記録
を作成すると共に、巡回相
談や医療相談、言葉の支
援教室等の専門講師から
の助言を具体的な支援内
容や方法に活かしながら
職員間で共通理解を行い
実践していく。

・関係機関の活用や
保育の工夫により、
個別の指導計画にあ
げた目標を達成させ
ることや、互いに認め
合い、共に育ち合える
学級経営を行う。

A

・巡回相談、医療相談、言葉の
支援教室、病院など様々な関係
機関と連携し、特別支援教育に
取り組んだ。そのため、それぞ
れの違いを認め合いながら育ち
合う保育の実践が出来た。

・コーディネーターが中心とな
り、他機関との連携を活用した
教育の実践に取り組む。

・子どもの姿から一人ひとりを大
切にし、共に育ち合う教育がなさ
れていると捉えられる。

豊かな心を
育む道徳教
育、情操教
育の推進

・すこやかネットまつざき１０
箇条を活用した心の教育を
おこなう。

・子どもの人権や子育てを振
り返り、人権について考え合
う。

・毎月の目標を保育の中
で意識して取り入れる。

・子育てや自尊感情、一
人ひとりを大切にするこ
となどに視点をあて、保
護者同士が意見を出し
合う機会をつくる。

・教職員アンケートで
「毎月の目標を意識し
て保育に位置づけ取
り組むめた」と答えた
回答が8割を超える。

・子どもや保護者自身
の自尊感情に視点を
あてたバースデートー
クや、人権に視点を
あてた学級懇談会を
計画的に行う。

B

・アンケートではBの回答が８
０％であり、目標は達成した。

・各学年の保護者の実態に応じ
てバースデートークや学級懇談
会を計画的に行うことが出来
た。

・保育の取り組みや具体的な子
どもの姿を伝えながら、より家庭
と連携して豊かな心が育まれる
ための取り組みを進める。

・来年度もポイントを明確にした
バースデートークや学級懇談会
の取り組みを続けていく。

・今後も、心の教育を引き続き、
家庭、地域と連携しながら、進め
てほしい。

子どもの健
やかな体づ
くりの推進

・早寝・早起き・朝ごはんを
定着させ、基本的生活習慣
を確立させる。

・身体を動かす心地よさを味
わう保育をすすめる。

・けんこうカレンダーや
レッドコート検査、食育研
修会など、保護者と共に
取り組む機会をもつ。

・律動やダンス、鬼ごっ
こ、ルールのある遊び、
挑戦する遊びなど身体
を楽しんで動かす活動を
仕組む。

・アンケートで「子ども
の基本的生活習慣確
立に向けて家庭で意
識して取り組んでい
る」と答えた回答が8
割を超える。

・各学年の段階に合
わせた、友だちと楽し
む運動遊びや、自分
で挑戦しようとする運
動遊びに取り組む姿
を年度当初より増や
す。

A

・アンケートでは、肯定的な回答
が９０％以上を超えた。

・運動遊びについては、各時期
ごとに子どもの姿に応じて計画
的に取り組み、長期休業中に親
子で運動遊びに取り組んでもら
う啓発を行ったことで、運動遊び
に積極的に取り組む幼児が増え
た。

・引き続き家庭と連携し、生活習
慣の確立、運動遊びを共に継続
して進めていく。

・子どもにとって適切な食事はと
ても大切なものである。食べるこ
とで活動、成長に大きな影響を
与える。身体を動かすことと共
に、食も引き続き家庭と連携を
はかっていってほしい。

保
護
者
と
の
連
携

家庭教育の
推進

・運動遊びの重要性や絵本
の読み聞かせについて家庭
への啓発を行い、家庭で子
どもと向き合う時間の推進を
する。

・全保護者と子どもの育ちに
ついて共有する。

・よみきかせカードの取
り組みを引き続き行い、
継続してよみきかせカー
ドを掲示し保護者啓発を
行っていく。
・運動遊びの重要性を実
感してもらえるようなアン
ケートやプリント、保育参
観を実施して啓発してい
く。
・れんらくちょうの活用
と、クラス集団としての育
ちや、教育の内容がわ
かりやすいクラスだより
の発行を行う。

・アンケートの中で各
家庭で読み聞かせや
運動遊びで子どもと
向き合うことの大切さ
を感じると答えた回答
が８割を超える。

・子どもの育ち、園で
の教育がわかりやす
いクラスだよりの工夫
を行う。

A

・アンケートではA、B合わせて９
０％以上の回答であった。しか
し、読み聞かせ、運動遊び共に
取り組む時間や機会は家庭に
よって差が見られる。

・クラスだよりについての保護者
アンケートでは、「わかりやすく
書かれている」という設問に対し
A、B合わせて９０％以上の回答
であった。

・園庭開放や絵本室開放の活
用、よみきかせカードの取り組
みについて、引き続きその意義
と共に呼びかけていく。

・園全体の取り組みと共に、各
家庭に応じた取り組みやすい工
夫を保護者と連携しながら進め
ていく。

・れんらくちょうの活用、また、登
降園時における保護者とのコ
ミュニケーションにより、家庭と
園との連携を丁寧にとっている
様子が見られた。

園情報の積
極的な発信

・園外へ積極的に園情報を
発信する。

・毎月１回および行事前
に案内掲示を行う。
・自由参観や園庭開放、
幼稚園ウィークをすすめ
る。
・門外の掲示板設置を進
める。
・HPの更新を進める。

・案内掲示や保育公
開等で昨年度より情
報を発信する。

・月３回以上更新す
る。

A

・門外や園玄関内の案内掲示を
定期的に行い、情報発信に努め
ることが出来た。

・月３回以上更新することが出
来た。

・引き続き、視覚的にわかりやす
い情報発信の工夫に取り組んで
いく。 ・門外の掲示板の設置は、来年

度進めていくようにする。
・園の教育について、地域、評
議員の立場からも発信していく
ことが有効である。

地域との交
流

・地域の幼稚園として、いろ
いろな地域の方とのかかわ
りを深める。

・小学校、中学校、未就園児
など地域と共に育ち合う教育
内容の工夫に取り組む

・県民まちなみ事業や、
苗圃を活用する会の地
域ボランティアの方、地
域の会の方との交流の
機会を持つ。

・未就園児、小学生、中
学生と園児が交流する
機会をもつ。

・昨年度に比べ、地域
の方との交流を増や
す。

・未就園児への積極
的な園庭開放や自由
参観などに取り組む。

B

・今年度新たに身近な動物の話
題から生命の大切さに気づく機
会を通して、地域の方との関わ
りが持てた。

・未就園児への園庭開放や自由
参観、小学校・中学校との例年
の交流に加えて、小学校のリ
レーや長縄大会を見学に行くな
ど交流が増えた。

・地域の幼稚園として、つながり
を深められる機会を今後も保育
に位置づけていく。

・今年度立てた年間計画を基
に、積極的な幼小連携を推進し
ていく。

・小学校、中学校、地域とかか
わり、異世代が交わる、地域で
成長することが実感できる教育
がなされていた。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点

・一人ひとりに応じた心身の発達についての研究を通し、家庭、地域と連携した教育を進める。
・小学生、未就園児とのかかわりを保育に位置付け、計画的に取り組んでいく。

項目

１、自発的に活動する意欲を高める保育を実践する。
２、一人ひとりの発達を捉え、身体を動かす心地よさを味わえるような状況作りを行い、心身共に健やかな成長に努める。
３、家庭、地域、小学校、中学校、未就園児など共に育ち合う教育内容の工夫に取り組む。
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学校関係者評価総括

・数年の実態をもとに、重点目標を明確にし、達成の為の工夫が丁寧に行われていることが、子どもの成長につながっている。

重点目標

教育目標 のびのびと力いっぱい活動する子どもの育成

豊
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体


